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２０１９年１２月１８日

日本原子力発電株式会社

東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所

第二種廃棄物埋設事業許可申請の今後の対応について

当社は、２０１５年７月１６日に標記の事業許可申請を行い、その後の審査で受けた

指摘事項を反映し、２０１６年１２月２６日に補正を実施しました。補正後の２０１７

年１月１７日の審査会合にて関連する規則※の条項ごとに審査を進める旨方針が示され、

それに続き２０１７年２月６日の審査会合で主要な論点が提示されたため、それに基づ

き審査に対応してきました。

一方、原子力規制委員会（２０１９年１０月２日、１０月２３日）にて、「ピット処分

及びトレンチ処分に係る規則等の改正及び改正案に対する意見募集の結果」が審議され、

「廃棄物埋設地の覆土等の性能として、海外の類似の放射性廃棄物処分場や、国内の産

業廃棄物処分場の性能に比べて遜色のないものとすることが適当」との考え方が示され

ました。

当社は、この規則改正を踏まえ、原設計よりも廃棄物埋設地への雨水の浸入を抑制可

能な覆土に変更する方針とします。これに伴い、本変更に必要な覆土材料の土質試験、

廃棄物埋設施設の設計変更、及び設計変更後の安全評価等の実施に２年程度を見込んで

おりますが、設計の進捗に応じ順次説明していきます。なお、規則等の改正の影響のな

い指摘事項については、準備が整い次第説明していきます。

設計変更後の工程（参考）

2019年度 2020年度 2021年度 ～

※：第二種廃棄物埋設施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則

▽規則等改正 
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（参考）

今後の審査工程案

回 改正規則の条項 項    目

１８ ・廃棄物埋設地の設計について

Ｎ ・コメント回答

Ｎ＋１ － ・廃棄物埋設地に関する設計方針と概要

Ｎ＋２ 第六条 ・外部からの衝撃による損傷の防止

Ｎ＋３ 第十条 ・廃棄物埋設地に関する設計内容

Ｎ＋４ 第十条 ・廃止措置開始以後の廃棄物埋設地の状態設定について

Ｎ＋５ 第十条

・廃止措置開始以後の評価（評価シナリオ，評価モデル，評

価パラメータ，評価結果等）

・埋設するコンクリート等廃棄物の放射能量の設定

・主要な放射性物質の選定

Ｎ＋６ 第八条 ・遮蔽等

Ｎ＋７

第三条

第四条

第五条

・安全機能を有する施設の地盤

・地震による損傷防止

・津波による損傷の防止

Ｎ＋８

第七条

第九条

第十一条

第十二条

第十四条

第十五条

・火災等による損傷の防止

・異常時の放射線障害の防止

・放射線管理施設

・監視測定設備

・予備電源

・通信連絡設備等


